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 12 月 下 旬 、 中 央 線 沿 線 の 本 社 ヶ 丸

（ 1631ｍ）に登った。誰がどういう基準

で 決 め た か 知 ら な い が 「 秀 麗 富 岳 十 二

景」とかの一山である。  

 数 日 前 か ら 今 冬 最 大 の 冬 型 気 圧 配 置

が予報され、案の定、ガンガンに晴れた

空に北西風が吹き渡っていた。  

 7 時半、笹子駅を出発、国道 20 号を

西に歩き、追分から奥野沢に沿う林道を

進む。東電の管理する立派な舗装道路で

ある。 8 時 40 分変電所正門前で舗装道

が終り登山道となる。積雪は 4～ 5ｃｍ。

雑木林の中のジグザグ登り。 9 時、尾根

筋に出てアイゼンを着けた。後は尾根道

の直登。凍てついた雪 にアイゼンが軋む

快適な登り。  

 11 時 10 分、清八峠に到着。三ツ峠山

の ア ン テ ナ 群

が す ぐ 目 の 前

に 見 え る 。 そ

の 右 奥 に 富 士

山 が 高 く 大 き

い 。 し か し さ

す が に 風 が 強

い 。 主 稜 線 を

本社ヶ丸 に向かい 慎 重に歩を 進めるが 、

時折は風に飛ばされないよう、ストック

と ア イ ゼ ン を 頼 り に 耐 風 姿 勢 を 踏 ん 張

る 。 岩 稜 の 上 り

下 り を 何 回 か 繰

り返し 11 時 40

分 、 本 社 ヶ 丸 山

頂に到着した。  

強 風 の せ い で

モ ヤ 一 つ 無 い 素

晴 ら し い 眺 望 で

あ る 。 白 銀 の 富

士 山 、 南 ア ル プ

ス 、 八 ヶ 岳 。 近

く は 大 菩 薩 、 滝

子 、 百 蔵 、 扇 の

山 々 。 振 り 返 れ

ば 御 正 体 山 は じ

め 道 志 の 山 々 、

丹 沢 の 峰 々 。 風

に 耐 え て の 大 展

望の後は 、風陰に 避 難して昼 食にした 。

風に体温を奪われた後、バーナーを焚い

ての熱々のラーメンは、五臓六腑に沁み

渡った。  

 30 分 の大休 止の後 、更に主 稜線 を東

へ鶴ヶ鳥屋山（ 1374ｍ）に向かう。若干

の急な下りの後は、一転してブナ林の中

ののどかな尾根歩きになる。梢の上を吹

き荒れる風音はするが、なかなか風情の

ある散歩道である。  

 13 時 半、船 橋沢へ の 下りの 分岐 点・

宝越に荷物をデポして、ナップザックだ

けで鶴ヶ鳥屋山を往復した。鶴ヶ鳥屋山

14 時 10 分。元の宝越に戻ったのが 15

時 10 分。船橋沢をせっせと下ったが、

冬の日の 落ち るのは 早い。 16 時半 、よ

う や く 笹 子 駅 に た ど り 着 い た 時 は も う

真っ暗だった。  
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